
H13.10.9 

雨倍率と雨量確率評価の関係について 

 

 H13.5.23（水）に開催された第1回猪名川部会における池淵委員からの質問に
対する回答です。 

 

検討条件 

◆対象洪水 

 S28.9、S35.8、S42.7、S58.9の4洪水を対象としました。 

◆対象雨量 

 日雨量で確率を評価しました。 

◆確率雨量 

 淀川水系工事実施基本計画（現行計画）で算定された各地点の確率日雨量を
 使用しました。 

  *確率雨量はM34～S44までの69年間の年最大値を標本とした統計処理（グン
ベル分布）により算定された値です。 

  

検討結果 

◆実績降雨の評価 

 実績降雨の日雨量の確率評価結果を下表に整理します。 

実績降雨の確率評価結果 

各洪水の確率評価 地点名 

S28.9 S35.8 S42.7 S58.9 

小戸    1/7   1/4054    1/18    1/5 

戸の内   1/7   1/1847    1/31    1/5 

神崎橋    1/6   1/355    1/46    1/7 

 

加島    1/5   1/12    1/61    1/17 

 

 

◆雨倍率と日雨量確率評価の関係 

 各地点の雨倍率と日雨量確率評価の関係を図-1および表-1に示します。 

 












